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日本 ： 東北大学， 山形大学
中国 ： 山西経済管理幹部学院， 太原理工大学
東北大学， 浙江大学， 中国環境科学研究院
研究分野：工学，農学，理学，経済学、国際協力論
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20山西省現地調査時の活動
省政府環境保護局等と交流
会社環境状況のヒヤリング
製鉄技術者への講義
環境保全シンポジウム
日中共同研究（1997年～、東北大学グループ・元中国人留学生）
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22山西省環境調査に関する朝日新聞の報道
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24
農・牧・林業分野の技術指導
工場緑化提案
土壌評価、肥料効果
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農・牧・林業の技術指導
人工授
精の技
術指導
26
汚染物質の日本への越境飛来
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朝日新聞2002年1月17日
衛星写真
◆東北日本は高値、西南日本は低値
◆冬季は高値，夏季は低値
◆高値は日本の燃料に含まれない物
◆高値は山西省あたりの石炭に類似
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日本各地で採取した降雨
に含まれている海の影響
を除いた非海塩性硫酸イ
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本研究の測定結果
27
学術交流協定調印式
２００１．１２．２８
東北大学学際科学研究センターと
山西経済管理幹部学院との調印
28
三本の木


東京大学生産技術研究所
試験溶鉱炉操業
スタッフ：館 充、中澤護人（故）、大蔵明光、天辰正義、
桑野芳一（故）、鈴木吉哉、呉平男、張東植、
中村成子、他大学教職員、全国学生
１．1974年7月20日～8月5日
第25次操業（30歳）
２．1977年7月22日～8月7日
第27次操業（33歳）
３．1981年7月29日～8月10日
第29次操業、最終（37歳）



学会活動
1997年3月発足、日本における鉄の使用開始から
近代鉄鋼業確立に至る歴史のすべての段階を世
界史的視野から研究する。
館 充、雀部 実、寺島慶一、高橋禮二郎
佐藤公昭、中澤護人（故）、ほか
日本鉄鋼協会・社会鉄鋼工学部会
「鉄の歴史－その技術と文化
－ 」
フォーラム
地域活動（1993年～）
１．中学校におけるたたら製鉄実験学習へのボ
ランティア協力（仙台市根白石中学校）
（1993～97年）
２．市民団体、放送大学での炭焼き授業
（2001年～）
３．東北大学出前授業「教室で炭焼きに挑戦」
（2001年～2004年）
４．たたら製鉄復元実験（丸森町筆甫）
（2003年～）
中学生によるたたら製鉄実験学習
泣いた校長先生
39
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43
東北大学出前授業
小学生に
木炭の穴の形を見せたい












非常勤講師としての教育活動
秋田大学、国際資源大学校、
室蘭工業大学、 山形大学、
東北芸術工科大学、
一関高等工業専門学校、
放送大学宮城学習センター
学生・研究員、研修生の出身国
日本
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韓国
フィリッピン
モンゴル
タイ
インドネシア
オーストラリア
メキシコ
ブラジル
ボリビア
スロバキア
ウクライナ
科学技術交流論講座
（平成20年3月・修了見込み）
博士課程
米澤晋彦
佐藤優子
董 葆茗
修士課程
車 佳
孫 唅
張 文紅
張 文宇(国際資源）
張 鑫 (同上）
留学生への対応
１．日本を好きになって
２．初心を忘れず
３．健康・知識・情熱の掛算
値を大きく
61
東北大学の中国人留学生 魯迅の時代（1904～06年）
62
東北大学の中国人留学生 魯迅の時代（1904～06年）
63
100年後の留学生
64
中国からの留学生
65
国と時代を越え、懸け橋残した無数の藤野先
生（2000年4月6日、河北新報）

無数の藤野先生の一人になりたい
魯迅
藤野厳九郎
本間和夫先生のこと
高橋澄子のこと
会場の皆さん
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東北大学の中国人留学生 魯迅の時代（1904～06年）
千代の富士は
なぜ強いのですか？
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山西省現地調査時の活動
省政府環境保護局等と交流
会社環境状況のヒヤリング
製鉄技術者への講義
環境保全シンポジウム
